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土
面
積
は
約
58
万
㎢
で
あ
り
、
日
本
の
約
1
・
5

倍
の
面
積
に
、
約
6
︐0
0
0
万
人
の
多
様
な
民

族
・
言
語
を
持
つ
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

首
都
ナ
イ
ロ
ビ
は
標
高
約
1
︐7
0
0
ｍ
の
高

地
に
あ
り
、
年
間
を
通
じ
て
比
較
的
涼
し
い
気
候

で
す
。
一
方
で
、
沿
岸
部
の
高
温
多
湿
な
熱
帯
気

候
、
内
陸
部
の
サ
バ
ン
ナ
気
候
、
温
暖
で
湿
潤
な

ビ
ク
ト
リ
ア
湖
周
辺
地
域
な
ど
、
国
内
に
は
多
様

な
気
候
・
自
然
環
境
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

経
済
発
展
は
著
し
く
、
ナ
イ
ロ
ビ
中
心
部
に
は

ケニア

ケ
ニ
ア
に
つ
い
て

ケ
ニ
ア
は
東
ア
フ
リ
カ
の
赤
道
直
下
に
位
置

し
、
地
理
的
・
経
済
的
に
東
ア
フ
リ
カ
の
玄
関
口

と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
国 国

際
協
力
機
構（
J
I
C
A
）　
持
続
的
森
林
管
理
・
景
観
回
復
に
よ
る
森
林
セ
ク
タ
ー
強
化
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
気
候
変
動
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
長
期
派
遣
専
門
家　

西
川　
美
智
子　
　
　
　
　
　
　

高
層
ビ
ル
が
建
ち
並
び
、
私
が
普
段
利
用
し
て
い

る
ス
ー
パ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
物
価
は
日
本
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
ナ
イ
ロ
ビ
の
中
心
部
か
ら
数
㎞
の
場
所
に

は
、
ア
フ
リ
カ
最
大
級
の
ス
ラ
ム
の
ひ
と
つ
と
さ

れ
る
キ
ベ
ラ
ス
ラ
ム
が
広
が
る
な
ど
、
経
済
格
差

は
依
然
と
し
て
大
き
く
、
時
に
は
暴
力
的
な
デ
モ

が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ケ
ニ
ア
の
森
林
の
現
状
と
政
策

ケ
ニ
ア
の
国
土
の
約
80
%
は
、
乾
燥
・
半
乾
燥

地
帯
と
呼
ば
れ
る
、
降
水
量
の
少
な
い
ス
テ
ッ
プ

や
砂
漠
を
含
む
地
域
で
す
。
植
民
地
期
の
農
業
開

発
や
燃
料
利
用
な
ど
に
よ
り
、
ケ
ニ
ア
の
森
林
率

は
大
き
く
減
少
し
、
1
9
6
3
年
に
は
３
％
ま

で
に
減
少
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
政
府
や
市
民
社
会
の
取
組
に
よ
り
、

森
林
率
は
現
在
で
は
８
％
ま
で
回
復
し
ま
し
た

が
、
イ
ン
フ
ラ
が
十
分
に
整
っ
て
い
な
い
地
方
で

は
、
今
な
お
生
活
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
薪
や
木
炭
に

依
存
す
る
世
帯
が
多
く
、
森
林
の
減
少
を
招
き
や

す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
干
ば
つ
な

ど
の
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
地
域
の

脆
弱
性
が
高
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
ケ
ニ
ア
政
府
は
2
0
3
2

年
ま
で
に
1
5
0
億
本
の
植
林
を
行
う
と
い
う
、

意
欲
的
な
目
標
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

ナイロビ市内

半乾燥地帯（サバンナ）

海外・現場

最前線からの

便り

シリーズ

東
ア
フ
リ
カ
の
玄
関
口

ケ
ニ
ア
の
森
林
と
植
林
政
策



※�二国間クレジット制度：途上国等への優れた脱炭素技術等の普及や対策実施を通じ、実現した温室効果ガス排出削減・吸収への
我が国の貢献を定量的に評価するとともに、我が国のNDC（温室効果ガス削減目標）の達成に活用する制度。
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J
I
C
A
の
森
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ケ
ニ
ア
と
J
I
C
A
は
、
森
林
分
野
に
お
い
て

40
年
以
上
に
わ
た
る
協
力
の
歴
史
を
有
し
て
い
ま

す
。
私
は
、
2
0
2
5
年
1
月
か
ら
、
J
I
C
A

が
実
施
す
る
「
持
続
的
森
林
管
理
・
景
観
回
復
に

よ
る
森
林
セ
ク
タ
ー
強
化
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

気
候
変
動
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
従

事
し
て
い
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
①
森
林

れ
、
地
域
ご
と
に
特
色
の
あ
る
野
生
動
物
を
間
近

で
観
察
し
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で
、
ラ
イ

オ
ン
が
人
を
襲
っ
た
事
例
や
、
ゾ
ウ
が
近
隣
の
畑

に
入
り
込
み
、
野
菜
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
食
べ
尽

く
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
話
を
、
ガ
イ
ド
の
方
か

ら
伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
動
物
の
種
類
は
異
な

り
ま
す
が
、
野
生
動
物
の
保
護
と
地
域
住
民
の
安

全
や
生
活
環
境
の
向
上
を
両
立
さ
せ
る
難
し
さ

は
、
日
本
と
共
通
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

の
保
護
・
管
理
や
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
の
推

進
に
関
す
る
政
策
立
案
支
援
、
②
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー（
商
業
林
業
）の
推
進
、
③
林
木

育
種
、
④
地
域
協
力
の
４
つ
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ケ
ニ
ア
環
境
気
候
変

動
森
林
省
（
M
E
C
C
F
）、
ケ
ニ
ア
森
林
公
社

（
K
F
S
）、
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所（
K
E
F
R
I
）

と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
政
策
支
援
の
長
期
派
遣
専
門
家
と
し

て
、
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
戦
略
や
、
日
本
と

ケ
ニ
ア
の
間
の
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
※
に
お

け
る
森
林
分
野
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
支
援
な

ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
策
立
案

に
は
正
確
な
デ
ー
タ
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ケ
ニ
ア
の
森
林
の
現
状
を
把
握
・
分
析
す
る

た
め
の「
国
家
森
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」の

改
良
等
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
新
た
な

政
策
が
整
備
さ
れ
て
も
、
多
く
の
途
上
国
と
同
様

に
、
そ
れ
ら
を
実
行
す
る
た
め
の
十
分
な
予
算
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
実
施
に
向
け
た
コ
ン
セ
プ
ト
ノ
ー
ト
を
作

成
し
、
国
際
支
援
に
関
係
す
る
機
関
へ
働
き
か
け

る
取
組
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
い
ご
に

ケ
ニ
ア
は
サ
フ
ァ
リ
王
国
と
し
て
世
界
的
に
知

ら
れ
て
お
り
、
観
光
業
は
G
D
P
の
約
７
％
を
占

め
ま
す
。
私
も
ケ
ニ
ア
各
地
の
サ
フ
ァ
リ
を
訪

関係機関との集合写真

関係機関とのワークショップ

サファリで撮影したライオン

サファリで撮影した野生動物




